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１回 大西 演習

２回 大西 演習

３回 大西 実技

４回 大西 実技

５回 大西 実技

６回 大西 実技

７回 大西 実技

８回 大西 演習

９回 大西 実技

10回 大西 実技

11回 大西 実技

12回 大西 実技

13回 大西 実技

14回 大西 演習

全プログラムの総括 2回にわたって実施したグループのプログラムについて総括し、参加者の
アンケートなども含めてその成果や課題について話し合う。

第3グループのプログラム② 第3グループが企画したプログラムを実施する。第4グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第5グループのプログラム② 第5グループが2、3、4グループを対象に企画したプログラムを実施す
る。

第4グループのプログラム② 第4グループが企画したプログラムを実施する。第5グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第5グループのプログラム① 第5グループが2、3、4グループを対象に企画したプログラムを実施す
る。

第2グループのプログラム② 第2グループが企画したプログラムを実施する。第3グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第1グループのプログラム② 第1グループが企画したプログラムを実施する。第2グループは、次回実
施のために計画を検討する。

引き続き、実施計画を立案する。計画は進行や役割分担、事前準備など
について計画書を作成し、担当教員と事前に十分に協議する（課題）。
プログラム終了後には、参加者の感想や意見をフィードバックし、その
成果や課題について検討して次回のプログラムに活用することとする。

第1グループのプログラム① 第1グループが企画したプログラムを実施する。第2グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第2グループのプログラム① 第2グループが企画したプログラムを実施する。第3グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第4グループのプログラム① 第4グループが企画したプログラムを実施する。第5グループは、次回実
施のために計画を検討する。

第3グループのプログラム① 第3グループが企画したプログラムを実施する。第4グループは、次回実
施のために計画を検討する。

プログラムの目標設定と立案②

学習項目 学習内容
主担当
教　員

オリエンテーション 授業内容、出欠席の扱いや成績評価に関する説明を行う。グループ分け
（5グループ）を行い、グループ毎にプログラムとして行うスポーツやレ
クリエーションの方向性などについて話し合い、目的を設定する。

プログラムの目標設定と立案① グループ毎に定めた目的を達成できるよう、実施するスポーツやレクリ
エーションを決定し、実施計画の作成を開始する。

教科書
特になし

参考書等
特になし

備考
感染予防に配慮しながら、Webを活用し状況に応じて柔軟に授業を展開する。

学生の主体性を伸ば
すための教育方法と
学生への期待

授業では、グループ毎に設定した目的に沿って、1グループあたり2回のプログラムを計画・実施する。自分が参加し
て楽むだけでなく、他者に喜びを提供する立場を体験する。実施にあたっては、目的に応じた企画の独創性、実現性
やホスピタリティ等に配慮する。プログラムを計画・実施する中で、自己の役割を果たす姿勢や責任感、仲間作りの
ための能力を身につけ、医療・看護で求められるチームワークを発揮できる協調性を高めたい。

科目
区分

教養・基礎科目
授業
形態

実技

本授業科目では、グループ毎に他のグループを対象としたスポーツやレクリエーションのプログラムを計画・実施する。参加者
が楽しみながらプログラムの目的を達成できるよう自ら工夫し仲間と協力しながら、計画する力や組織として動く力や、対象者
に対するホスピタリティについて学びあう。

1年次
後期

科目等
履修生必修

毎時の活動状況をもとに成績評価を行うため、再試験は実施できない。

1.グループで協力して、目的に応じたレクリエーションやスポーツのプログラムを計画することができる。（B、C)
2.レクリエーションやスポーツのプログラムをホスピタリティに配慮して実施することができる。（B)
3.実施したプログラムの成果や課題についてグループで総括し発表することができる。（C)

成績評価方法
(基準)

毎時のイベント計画・実施の完成度や活動状況（60%)、発表会における総括の状況（20%)、取り組み全般への貢献度
（20%)などにより評価する。出欠席状況（1回の欠席で-5%）

単位数
(時間)

1(30)

再試験の有無と
基準等

ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ・
ﾎﾟﾘｼｰ
（DP）

B 人々の生活に根ざした看護を実践するための幅広い教養と専門的知識を有している。（知識・理解）

C　多様な考え方や文化的背景を持つ人々の特徴に応じて、自らの看護活動の必要性や方法を説明するためのコミュニ
ケーション能力を有している。（技能・表現）

体育実技Ⅱ(応用)
Physical Trainig Ⅱ

大西 範和（501）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

ｵｰﾌﾟﾝｸﾗｽ

選択
区分



体育実技Ⅱ

回
授業
方法

学習項目 学習内容
主担当
教　員

15回 大西 演習

4～13回目課題（事前）：自分たちのグループで行うスポーツやレクリエーションの計画に従って実施できるよう準備しておく。

4～13回目課題（事後）：自分たちのグループで行ったスポーツやレクリエーションの総括をしておく。

14回目課題（事前）：自分たちのグループで行ったスポーツやレクリエーションを総括できるよう準備しておく。

15回目課題（事前）：自分たちのグループで行ったスポーツやレクリエーションの総括を発表できるよう準備しておく。

学　　習　　課　　題

1～3回目課題（事前）：グループ毎に、行うスポーツやレクリエーションのイベントについて目的や内容について考えておく。

成果発表会 第14回で総括した内容を、パワーポイントを用いて発表し、成果や課題
を全体で共有する。

実務経験を活かした教育の取組


